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世論調査 今後の生活の力点 

出典：平成23年 国民生活に
関する世論調査（内閣府）より 



余暇活動上位20種目（全91中）と 

観光・行楽部門の参加、消費実態 



一年間に経験する余暇種目数 

出典：レジャー白書2008 



余暇活動参加率の推移 



何が起こっているのか… 

出典：レジャー白書2008 



• 余暇種目を絞り込みする傾向 

• 好きなものには何度も行くしお金もかける 

• 登山は回数、金額ともに上昇している 

• ただしピクニック、ハイキング、野外散歩は金
額が下降 

• 浅間山はハイキングではなく、登山 

• しかし、群馬県側（浅間山北麓）に宿泊を伴っ
ているのだろうか…？ 

選択投資型余暇の時代 



国内宿泊観光旅行の概要 

出典：観光白書（H22年度版） 

一人あたりの平均宿泊数は2.31泊、一年間で1.42回 



毎日新聞旅行が6/1（金）、6/2（土） 
18,000円で販売中の浅間山ツアー 

★1日目：新宿西口22:30発〈貸切バス〉〈関越・上信越
道〉（車中泊） 

 

★2日目：＝小諸＝天狗温泉・浅間山荘前（1400m）…
火山館前…湯ノ平…賽ノ河原…浅間山（前掛
山:2524m）…往路を下山…同山荘＝あぐりの湯（入
浴付）＝小諸〈上信越・関越道〉新宿17:00〜18：30
頃着（歩程＝約6時間）  

浅間山は日帰り登山か宿泊登山なのか 



アルプスエンタープライズが6/9（土）、6/10（日） 
35,800円で販売中の浅間山ツアー 

①新宿（8:00頃）･･中略･･小諸･･･池の平湿原‥高峰
山往復･･･高峰高原ホテル：温泉【泊】 〔－－夕〕 

 

②ホテル…車坂峠(1973m)…黒斑山(2404m)…蛇骨
岳･･鋸岳…･賽の河原･･･浅間山：前掛山：2524m･･･
火山館･･･浅間山荘（1400m）（入浴各自）･･小諸Ｉ
Ｃ･･･新宿（21:00頃）〔弁弁－〕（歩程＝約8時間） 

 

浅間山は日帰り登山か宿泊登山なのか 

→ これが11時間のコースだったら？ 



屋久島、縄文杉ツアーの場合 

• 歩行距離 往復約22.0km 

• 標高差 700m (600m - 1300m)  

• 所要時間 14時間（森の滞在時間 10～11時間） 
（お宿出発 am4:00～4:30 - 帰着 pm～6:00） 

• 大人13,500円小人10,500円、最大7名まで（旅楽） 

• 人気のコースは縄文杉キャンプツアーコース 

 （2名でガイド貸切の場合2日間で合計74,000円） 

浅間山は日帰り登山か宿泊登山なのか 



エコツアーの単価、いくらまでなら 

エコツアー1日コースは平均で9,460円 

出典：2008年度エコツーリズムに関する消費者ニーズ調査 



お金を払う人はどんな人？ 

積極的に参加したい人なら10,973円出す 

出典：2008年度エコツーリズムに関する消費者ニーズ調査 



生産誘発係数の比較 

旅行消費による生産波及効果(生産誘発係数)は1.74（平
成20年度推計）。これは、公共事業投資や科学技術関連
投資、情報化投資の生産誘発係数と同程度である。 



夢の浅間山登山道 北麓ルート 

• 10時間以上かかる登山道なら前後泊の宿泊客を獲得

できるチャンスがある。 

• エコツアーガイドは夏期のキャベツ畑の仕事と同様以

上の収入を得られる可能性がある（尾瀬では荷物運

びの仕事もある）。 

• 従来よりももっと魅力的で斬新な浅間山登山道を策定

する必要がある（選択投資するハイカー達の獲得）。 

• エコツーリズム推進法の「全体構想」を作成した協議

会の構成員については、自家用車での送迎も合法

（地域エコツーリズム推進協議会の設立が必要）。 

 

 



浅間山北麓ルートの可能性 

Aルート 

Bルート 
Cルート 



Aルート：浅間園～鬼押出し溶岩流分岐～ 
      西の砂礫～逆さ馬～三ツ石合流 

溶結した小滝火砕流 鬼押出し溶岩流 

西の砂礫を眺める 逆さ馬付近 



Bルート：六里ヶ原～舞台溶岩～樹林帯 
      鬼押出し溶岩流合流点～ 

片蓋川を上る 広大な六里ヶ原 

舞台溶岩と鬼押出し溶岩 鬼押出し溶岩登り口 



Cルート：六里ヶ原～舞台溶岩～東の溶岩流 
      ～東の砂礫～鬼押出し溶岩流合流点～ 

鬼押出し溶岩流の中で無難に登れる場所 遷移の進んでいない溶岩流 

まるで月面 通ってきた東の砂礫 



住民効果 ～深まる浅間山との絆、広がる交流～ 

• さまざまな年代や状態の火砕流や溶岩流に触
れ、学習する事ができる。 

• 北麓から登れる正規ルートができる事により、
郷土の山としてより身近になる。 

– “裏“”秘密”ルートなどの暗いイメージの払拭。 

– 近いが遠い、『他県の山』イメージが変わる。 

• 世界の活火山・浅間山としての注目度が上が
れば外国人旅行者の増加も。浅間山北麓に居
ながらにして世界中の旅行者との交流が生ま
れる。 


